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 1 研究概要 

本研究では，成長著しいインドの主要都市を対象として，モンスーン・アジアにおいて急増する都市住宅の省エ

ネ・脱炭素化を目的とした新たな「パッシブ建築文化」の創成を長期的な目標とする。IS期間では，デリーとカラグプ

ルを訪問しフィールド調査を行い，都市住宅と伝統的住宅の建物属性や熱環境，ライフスタイルに関する実態を

観察した（n=12）。さらに，デリーにおいては，調査会社を通じて大規模なアンケート調査を実施し，居住者の

幸福度とエネルギー消費に影響を及ぼす要因を分析した（n=1001）。FS期間では，新たに季節変化を考慮し

て引き続き都市住宅と伝統的住宅の実態調査を行うとともに，新たにカラグプルの都市住宅と伝統的住宅を対象

に幸福度調査を行いデリーの結果と比較することによって，幸福度要因の多様性や地域性を考察する。以上の2

年間の調査結果から，「熱的快適性・健康」―「省エネ・脱炭素」―「幸福度・生活の質」を地域の文脈のうえでバ

ランスよく同時に満たすための方法を考察し，これらの総体を建築文化としてまとめる研究フレームワークとその深化

の方法を精査する。 

 

2 実践FSで得られた成果 

本研究では，これまで，デリーとカラグプルを複数回訪問し，フィールド調査や住込み調査等を実施し，都市

住宅と伝統的住宅の建物属性や熱環境，ライフスタイルに関する実態把握を進めてきた。さらに，両都市におい

て大規模アンケートを実施し，居住者の生活の質と世帯エネルギー消費量に影響を及ぼす要因を分析している。

これまでに得られた主な成果と課題を以下に示す。 

【都市住宅の全体像】 

⚫ 中間層向けの都市住宅は，ほぼ例外なくRCフレームにレンガ壁を用いた構造であり，熱容量が大きい。床

面積に対する開口面積の割合は概して低く，一日を通じて室温が一定になりやすい。これは，年間の一部
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で40℃を超えるような猛暑になるためと考えられる。開放性や風通しよりも，全体として遮熱性が重視されて

いる。 

⚫ ほとんどの窓が3重（鉄格子，ガラス戸，網戸）になっており，夜間でも開放できる構造であった。これは，

大きな風通しを得るためというより，特に夜間の排熱に適した窓であることを示唆している。一方で，テラスや

ベランダなどの比較的大きな半屋外空間が設けられていることが多かった。 

⚫ インド北部では，上述のような猛暑となる乾季がある一方で，冬の最低気温は10℃を下回る。また，モンス

ーン季には高温多湿となる。すなわち，住宅内外において，熱的に快適な空間は，季節や一日のうちの時

間によって大きく異なるはずである。 

【熱環境の実測結果】 

⚫ カラグプルにおける長期実測は，2023年７月より開始したため，現在までの実測期間は雨季に当たる（対

象：６世帯）。期間中の屋外気象は天気に大きく左右されるが，日最高気温は約30～33℃で，特に暑

い日は35℃に達した。一方の日最低気温は25～27℃程度であり，また相対湿度は60～100％と高かった。

内陸に位置するため，外部風速は概して低い。 

⚫ いずれの対象住宅においても，外気温の多寡に拘わらず室温は概して一定であり，冷房を用いずに窓を閉

め切った状態では約29～31℃程度で変動していた。特に，夜間の室温は外気温よりも3～4℃高温であり，

現在は，エアコンを使用するか，あるいは天井ファンを常時稼働して凌いでいるようである。夜間換気を利用

した冷却ポテンシャルは大きい。 

【QoLとエネルギー消費量の影響要因】 

⚫ 2022年11月～2023年1月に，デリー中心部において層化抽出法（経済レベル，民族）により地区選定を

行なったのち，各地区で無作為抽出によるサンプリングを行い1001世帯から回答を得た。2023年9月より，

カラグプルにおいても同様の大規模調査を行っており，既に約300サンプルを回収している。 

⚫ デリーの結果では，生活の質に大きく影響する要因は，住まい・近隣街区・都市全体への愛着，コミュニティ

や家族との人間関係，仕事への満足度などであった。一方で，世帯エネルギー消費量に最も影響する要因

は，冷房を含めた家電の所有台数であり，それには建物属性と収入などの経済要因が大きく影響を与えて

いた。総じて，住まいとコミュニティで形成される人間関係とそれらに基づく住まいと居住地への愛着が，エネル

ギー消費を抑えつつ，生活の質を高める鍵のひとつと示唆された。 

【ライフスタイルと住まい方】 

⚫ カラグプルの実測対象世帯（6世帯）に対して，住み込み調査に基づき作成した質問紙を用いた30分刻み

の生活行動調査（2週間）を実施している（2023年9月開始）。 

⚫ 各個人の生活行動には一部で典型的パターンが見られた。本調査を長期的に継続することで，季節による

変化が見られるはずである。特に，余暇や休憩を行う場所，さらに，人が集う場所に注目して解析を進める

予定である。 

【研究フレームワークの構築】 

⚫ 以上の研究結果に基づき，「熱的快適性・健康」―「省エネ・脱炭素」―「幸福度・生活の質」を地域の文脈
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のうえでバランスよく同時に満たすための方法を考察した。上記の方法をさらに住民参加のワークショップによっ

て深化させ，さらにそれを社会実験によって実践する研究フレームワークを構築し，FR計画書に纏めた。 

【当初予定していた目標の達成の成否および成果物】 

 FS移行計画書に記した具体的目標は下記の6点であるが，当初より，＃１～＃３及び＃６を優先して行うこ

ととしていた。上述のとおり，＃１～＃３及び＃６については，一部は実施中であるが，当初の予定していた目

標を概ね達成したと考えられる。 

1. 前年度にデリーで実施した幸福度調査を新たにカラグプル（人口約30万人）を対象に実施する（1000世

帯）。これによって，居住者の幸福度とエネルギー消費に影響を及ぼす要因を明らかにし，特に「省エネ・脱

炭素」―「幸福度・生活の質」を同時に満たすための方法を考察する。 

2. デリーではすべて都市住宅を対象に幸福度調査を行ったが，カラグプルでは都市住宅だけでなく伝統的住宅

を対象に調査を行う。得られた結果をデリーの結果と比較することによって，幸福度要因の多様性や地域

性，さらに歴史性を考察する。 

3. 前年度調査によって，インド北部の気候は季節変化が非常に大きく，最適なパッシブ技術は季節ごとに異な

ることが分かった。そこで，本期間では，デリーとカラグプルを対象に一年間の長期実測を行い，新たに季節

変化を考慮して引き続き都市住宅と伝統的住宅の実態調査を実施し，室内熱環境と空気質の現状を把

握する。 

4. また，新たな技術開発として，スマートフォンを用いたパッシブクーリングへの行動変容システムの開発を開始

する。 

5. さらに，PR以降の本格的なアクションリサーチの開始に向けて，デリーとカラグプルの大学キャンパス周辺のコミ

ュニティを対象とした住民参加型のワークショップを始める。 

6. 上記の目的を達成する過程で，PR以降の研究のフレームワークを定めるとともに，研究体制を固める。 

 これまでの成果は以下の口頭発表において公表（予定）である。また，同時に，国際ジャーナルへの投稿準備

を進めている。 
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